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雲 '¥ ~ 愛 f青

巻頭首に代えて

先年ノ ーベル賞をもら 9 た量生逸由主量ヘルマンヘッセは本当に心から震を

!Itする人であるらし" .彼自有名な出世作ベ ー タ ーカーメシチ γ ド(関泰跡

| 釈 .青春の佑復)の中には主人公ベーターをして踏らしめた舷の真情が吐露

されている. 0 広い枇界に払以上に蜜を自民句.震を愛する者がめうたら教え

て貰いたい.世界1<*よ内美しいものがゐヲたら昆せて貰いたい.震は浮揚

で.， η.娘の慰めでめ句 .饗は祝福で.，句 .神白賜者 であ句 ，蜜は融晶でめ

句 a 死 の力である. ~高は嬰児白雪地町ように弱( .柔か t平和で.，句，優 しい

天使りように 美 U く豊かで恵み深( .死の 使 者 の よ う に 陪 〈 逃 れ 難 t容赦が

ない"とまづ商う。

回顧の句は縁者をして思わず嫉妬 に も 似 た 焼 争 心 を 起 き ぜ る が .豆 一 面 そ

れほどまでに 自信正満ちて患を愛 する岡貯の士が乙の同じ担球上にめる E と

を錯し tも凪ぅ.気量芋者たちの中には科学的 K震を研究するばか句でな〈

同時に婁へ D愛情 も ま た 傑 ぃ 人がかな句ゐるには遣いないが.ぞはり科学

者は愛情の表現が下手なのか .それとも出来ないのか.ヘッセのような文章

を綴ヲた科学者をまだ知らない・め るいは科学的探究それ自体がそのもり は

対ずお愛情の発協ともいえるでゐろ う か ら 科 学 者 と 文 学 者 と で は 愛 情 の 表 現

桂が担のずから遣うだげとも言えるのかも知れない.

首回幾多郎先 生 が “ 普 り 研 究 "でい。ていゐように知と設と同一体でゐる

かも知れないのである.とまれへッセ は 賀 正 路 を つ い で “ 蜜 は あ ら ゆ る 流 浪

とあらゆる探求と郷愁の車徴だ .そして震が天地の聞に控え回目憧慣れなが

ら 剛 情 足 感ヲてい為ょう1[，人間的魂も亦限在と生速との聞に笹え自民憧慣

れながら剛情任感ヲている・，圭いう.ま C とにそ町通"であろう. 一塊の盤

のい叩 きたじろぎを凝視すれば万骨涜転の 相を感得できるようにさえ思う.

筆者はヘッセをライバルとして雲への 愛 情 を 彼 と 麗 わ ん か た と 思 う . 筆 者 が

老いら(11)恋を笑うなかれ.筆者とても好感のざんそに嗣せられて絡子な邑

牢 取 に 坤 時するは常日頃の E とであ句.また何時釦何なあことで圏闘。身と
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なるぞも図 ら れ な い の が 人 の世田さまでめるが.方一寸の獄窓から大空陀漂 1 

う震を仰 ¥'cとが許され為ならば象者は酬。傷手 IC耐え得られるであろう.

いかほど E回世の宮をかり得ょうとも大空から陥離された人の世は恐ら<.

者 に と。て絶望的なものでめあ正違いない.独逸文学者尾崎喜八氏自著書に

小冊子'!I;'がif.>~ 0 c.れはささぞかた科学書ではあ'->が.尾崎氏の陶心を

鑑へ向わせたりはへ γ セではなかヲたかと推測す7.>. 

ジヲ Y ラスキ γ の 近代画 家 にも 事1'1ζ 闘する叙述があるのをかねてから

側ているが未且 でゐる .近〈読むりを楽しみ比している.

佐々倉航
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